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説明 
 沖縄県久米島町，硫黄鳥島火山にて採取した岩石試料の全岩主成分化学組成を示す．上陸調査で得

られた成果は小林・中野（2008）及び斎藤ほか（2009）で示したが，今後の調査・研究に資すること

を目的に，得られた分析データをこの研究資料集にて公表する．なお，分析試料は地質情報基盤セン

ターに登録済みである． 

 第 1 図に硫黄鳥島の地質図を，第 2 図に試料採取地点を，全岩化学組成変化の例として第 3 図に

Na2O+K2O - SiO2ダイヤグラムを示す． 
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第１図 硫黄鳥島の地質図（小林・中野（2008）を改変） 
小林・中野（2008）斎藤ほか（2009）及び小林（2016）に基づくと，硫黄鳥島火山は後期更新世の前岳火山，後期更新世な

いし完新世の硫黄岳火山及びグスク火山から構成される．東方約70 kmに位置する徳之島では，硫黄鳥島火山起源と考えられ

るテフラが約3万年前の姶良Tnテフラ（AT）の上位に見出されている（小林ほか，2009）． 

最下位の前岳火山は安山岩質の火砕物と薄い溶岩の互層からなる成層火山で，開析が進んだ山体には少なくとも7本の放射

状岩脈が貫入する．この山体と上位を覆うグスク火山噴出物下部の間には，デイサイト軽石を含む層厚60-70 mの成層した火

砕堆積物が挟在し，現在より海面が低かった時代に形成されたタフコーンから噴出したと推定されるが，タフコーンの大半は

その後の火山活動で破壊されたためか，この露頭以外では観察できない．この火砕堆積物は，徳之島にてAT火山灰直上に位

置する軽石層に対比される可能性がある（小林ほか，2009；小林，2013） 

硫黄岳火山は溶岩ドームの形態をなす．火口周辺は変質が著しく内部構造が不明だが，北東海岸は厚い溶岩が露出する．歴

史時代の噴火はすべて硫黄岳火口での水蒸気噴火であるが，山体表面はグスク火山由来のテフラ層に厚く被覆されている． 

最上位のグスク火山は，二重の火口をもつ扁平なタフリング状の地形をなす．外側の古期グスク火山の火口径は1.5 km，内

側の新期グスク火山の火口径は500 mで，その中央には浸食を受けていない偏平なグスク溶岩ドームが存在する．古期・新期

グスク火山の海食崖では成層構造が顕著であるが，その大半は薄いベースサージと火砕流堆積物の互層と考えられる．車ノ浜

南東部の古期グスクの海食崖では強溶結しているが，端ノ浜から集落跡に続く登山道には多量の火山豆石を含む新期グスクの

非溶結の火砕堆積物が存在する．新期グスクの火口内には扁平な溶岩ドームが存在するが，北西方向にわずかに流下してい

る．グスク火山は，大洋中の火山島でありながらタフリングの地形を鮮明に保っていることから，火山体の形成は比較的新し

い時代と推定されている（小林，1985）．ただし，徳之島の表層付近に分布する灰色の泥質火山灰層は硫黄鳥島起源と判断さ

れているが（小林ほか，2009；小林，2013），両者の斑晶組み合わせが異なっており，対比できない． 
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第 2 図 分析試料の採取地点．基図は地理院地図 

 
 
第 3 図 硫黄鳥島火山の全岩化学組成（Na2O+K2O - SiO2ダイヤグラム）． 
最下部の前岳火山は玄武岩質安山岩，硫黄岳溶岩ドームはデイサイトに近い安山岩，最上位のグスク火山は安山岩である．

前岳火山とグスク火山の間に挟まれる火砕堆積物は噴出源不明で，含まれる軽石はデイサイト．岩石名の分類はLe Maitre et 

al. (2002) による．  

 


